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令 和 ８年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 越 谷 東 高 等 学 校 ） 
 

目 指 す 学 校 像 
志を高くチャレンジ精神に満ちた生徒を育て、きめ細かく面倒見のよい指導を実践し、地域から信

頼される学校 
      

※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 心身ともに健康で、強い意志と体力を持った生徒を育てる。 

２ 学習意欲が旺盛で、目標に向かって努力する知性豊かな生徒を育てる。 

３ 規律と責任を重んじ、協調と奉仕の精神を持った心優しい生徒を育てる。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者     名 

    生徒        名 

    事務局(教職員)   名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （   月   日  現 在 ）  実施日 令和  年  月  日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

1 

【現状】 
・学校生活アンケートの「予習・
復習の取組」が 40％程度である一
方、「課題にしっかり取り組め
た」が 94%であった。 
【課題】 
・課題を出すことで勉強した気に
なっている生徒が多い。 

○AI を始めとする ICT

機器を活用し、効果

的な予習・復習（特

に復習）に取り組ま

せる。提出物の提出

状況の高さを維持さ

せる。 

①AI を始めとした ICT 機器

を活用し、効果的な予習・

復習の仕組みを作る。 

②個人情報を出さないよう

に、他人の課題の提出状況

を生徒に知らせる。 

①学校生活アンケートの

「予習・復習の取組」が

70％以上 

②学校生活アンケートの

「課題にしっかり取り組

めた」が 85％以上 

 

 

 

 

 

2 

【現状】 
・ここ数年、高い目標を掲げ進路
実現に取組んでおり、一定の成果
が維持されている。一般入試を選
択する生徒も一定数存在する。 
【課題】 
・保護者と生徒の間で進路に関す
る情報共有が十分でない。一般入
試に対応出来る生徒が少ない。 

○進路に関する保護者

向けの情報提供につ

いて、より効果的に

行う。 

〇希望者を募って放課

後や長期休業中・考

査前の講習会等を充

実させる。 

①分野別ガイダンス、講演

会、二者面談等を通して継

続的な進路指導の実施と保

護者への通知 

②保護者向け進路講演会や三

者面談の効果的な実施（内

容の精選） 

③平日・長期休業中・考査前

の講習会への参加を促す。 

①学校生活アンケートの

「高い目標に向けた進路

活動」75％以上 

②学校生活アンケートの

「進路情報提供 (保護

者)」の満足度 70％以上 

③学校生活アンケートの

「考査に向けてしっかり

準備をした」が 70%以上 

 

 

 

 

 

3 

【現状】 
・学校行事・部活動が活性化して
いる。 
【課題】 
・勉強と部活動の両立が充分でな
い生徒が一定数存在する。 
・学校行事・部活動が活性化して
いる状況が保護者に十分伝わって
いない。 

○学校行事・部活動に

積極的に参加させな

がら生徒の行動力・

実践力を高めつつ、

その様子を保護者へ

発信する。 

〇部員同士で学力を高

め合えられるような

関係性も作る。 

①学校行事前に行われる説明

会等にしっかりと臨めるよ

う様々な場面で指導を行

い、メール等を用いて保護

者へ情報を提供する。 

②本校における「部活動方

針」を踏まえた部活動を実

施 

③考査前の学習環境の確保 

①学校生活アンケートの

「学校行事に積極的に取

り組んだ」が 90％以上 

②学校生活アンケートの

「勉強と部活動の両立に

しっかりと取り組んだ」

が 70％以上 

③学校生活アンケートの

「学校の様子が伝わった

（保護者）」が 70％以上 

 

 

 

 

 

4 

【現状】 
・保護者・地域に対し、ホームペ
ージによる情報発信は向上してい
る。交通ルールの遵守が出来てい
ない生徒が一定数存在する。 
【課題】 
・保護者向けメール登録率の改善 
・地域との交流が停滞している。 
・社会の一員としての自覚を更に
向上させる必要がある。 

○保護者のマメールへ

の登録状況の定期的

な確認とフォロー。 

○地域と交流を進めな

がら、生徒に社会の

一員であることを自

覚させ、責任ある行

動へとつなげる。 

①ホームページ及びメールに

よる情報発信 

②学校インスタグラムの使用 

③地元地域との交流事業への

参加 

④日々の立哨指導の実施 

①学校生活アンケートの

「ホームページ等での情

報提供ができている(保護

者)」80％以上 

②マメールへの保護者の登

録率が 100％ 

③地元地域との交流事業の

件数が 4 件以上 

④学校生活アンケートの

「交通ルールが守れてい

る」80％以上 
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